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北極振動および地磁気活動と降水量の関係

Relations between precipitation, Arctic Oscillation and solar magnetic
activity
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現在、世界規模で気候の変動が報告されており、その動向が注目されている。気候変動の例とし
ては猛烈な熱波や局地的な豪雨、強大な台風の上陸など様々なものが挙げられ、その原因として
は、人為起源の地球温暖化現象や、人口の急激な増加、森林の伐採などが考えられているが、そ
の詳しい因果関係はまだ解明されていない。このような急激な自然変動は、災害対処能力の脆弱
な地域、とりわけ発展途上国などの未開発地域で深刻な被害をもたらす可能性があると考えら
れ、その災害の対応や被害の予測が必要となってくる。
 近年の研究では、短期的でかつ局地的な気候変動に影響を与える因子として、太陽活動や地磁
気活動1)、潮汐変化2)などの自然要因も無視できない可能性があると指摘されており、多方面から
のアプローチが必要であると言える。そこで、我々は気候変動に影響を与えている可能性のある
自然要因としてよく取り上げられている太陽活動に着目し、それに付随する要因として北極振動
指数および地磁気活動指数の変化を取りあげた。各指数と世界の降水量変化を比較し相関関係を
調べることで気候変動に与える影響を考察した。
 Global Historical Climatology Network(GHCN)3)から、世界各地の降水量のステーションデータ
を、British Geological Survey(BGS)4)から地磁気活動指数のひとつであるaa指数(amplitude
antipodal index)を、Climate Prediction Center(CPC)5)から北極大気の変動を表す北極振動指数を
それぞれ取得し、相関係数により、降水量変化に与える影響を調べた。また、世界スケールの相
関地図により地理的分布を検討した。
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